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年頭のごあいさつ
地域から必要とされる
　　　　　ＪＡであり続けるために
～不断の自己改革の実践を支える経営基盤強化～

［ 代表理事組合長 ］ 猪股  岩夫

代
表
理
事
組
合
長

猪
　
股
　
岩
　
夫

代
表
理
事
専
務

志
　
田
　
　
　
寿

常

務

理

事

柏
　
﨑
　
明
　
彦

常

務

理

事

大
　
澤
　
勇
　
希

理
　
　
　
　
　
事

鈴
　
木
　
健
　
悦

理
　
　
　
　
　
事

大
和
田
　
浩
　
志

理
　
　
　
　
　
事

新
　
沼
　
賢
太
郎

理
　
　
　
　
　
事

平
　
山
　
　
　
勉

理
　
　
　
　
　
事

新
　
沼
　
良
　
治

理
　
　
　
　
　
事

千
　
葉
　
修
　
幸

理
　
　
　
　
　
事
　

西
　
野
　
郁
　
夫

理
　
　
　
　
　
事

戸
　
羽
　
正
　
光

理
　
　
　
　
　
事

金
　
野
　
　
　
孝

理
　
　
　
　
　
事

佐
々
木
　
利
　
明

理
　
　
　
　
　
事

石
　
川
　
正
　
悦

理
　
　
　
　
　
事

横
　
澤
　
一
　
郎

理
　
　
　
　
　
事

及
　
川
　
久
美
子

理
　
　
　
　
　
事

多
　
田
　
ま
り
子

代

表

監

事

佐
　
藤
　
　
　
執

常

勤

監

事

互
　
野
　
　
　
孝

謹
ん
で
新
年
の

　
　ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

監
　
　
　
　
　
事

伊
　
藤
　
　
　
毅

監
　
　
　
　
　
事

伊
　
藤
　
　
　
敏

監
　
　
　
　
　
事

松
　
田
　
秀
　
樹

監
　
　
　
　
　
事

千
　
葉
　
雅
　
次

女
性
部
　
　
　
　
　
　
　
　
部
　
長

及
　
川
　
久
美
子

青
年
部
　
　
　
　
　
　
　
　
部
　
長

村
　
上
　
勝
　
義

稲
作
受
託
協
議
会
　
　
　
　
会
　
長

白
　
川
　
周
　
一

銀
河
の
し
ず
く
栽
培
研
究
会
　
会
　
長

新
　
沼
　
時
　
雄

玉
ね
ぎ
生
産
部
会
　
　
　
　
部
会
長

熊
　
谷
　
憲
　
志

き
ゅ
う
り
生
産
部
会
　
　
　
部
会
長

松
　
田
　
秀
　
樹

ト
マ
ト
生
産
部
会
　
　
　
　
部
会
長

中
　
山
　
　
　
進

ピ
ー
マ
ン
生
産
部
会
　
　
　
部
会
長

細
　
谷
　
知
　
成

米
崎
り
ん
ご
生
産
組
合
　
　
組
合
長

千
　
葉
　
文
　
洋

小
枝
柿
生
産
部
会
　
　
　
　
部
会
長

平
　
野
　
光
　
輝

花
き
部
会
　
　
　
　
　
　
　
部
会
長

鈴
　
木
　
力
　
男

缶
桃
生
産
部
会
　
　
　
　
　
部
会
長

千
　
葉
　
拓
　
江

乾
椎
茸
生
産
部
会
　
　
　
　
部
会
長

佐
　
藤
　
周
　
治

生
椎
茸
部
会
　
　
　
　
　
　
部
会
長

佐
々
木
　
智
　
嘉

大
船
渡
市
菌
床
椎
茸
生
産
組
合
　
組
合
長

舘
　
脇
　
一
　
人

ズ
ッ
キ
ー
ニ
研
究
会
　
　
　
会
　
長

藤
　
井
　
洋
　
治

酪
農
部
会
　
　
　
　
　
　
　
部
会
長

村
　
上
　
秀
　
夫

気
仙
地
方
和
牛
改
良
組
合
　
組
合
長

横
　
石
　
善
　
則

外
　
　
職
員
一
同

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
新
体
制
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
Ｊ
Ａ
運
営
で
あ
り
ま
し

た
が
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
一
昨
年
に
引
き
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
の

停
滞
の
み
な
ら
ず
我
々
の
生
活
様
式
も
大
き
く
変
貌

致
し
ま
し
た
。
昨
年
終
盤
に
は
大
き
な
感
染
拡
大
は

な
く
、
少
し
ず
つ
経
済
も
回
り
始
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
農
畜
産
物
の
消
費
の
低
迷
、
な
か
で
も
米
の

概
算
金
に
お
い
て
は
十
数
年
来
の
低
水
準
と
な
っ
た

前
年
よ
り
更
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
今
後
の
作
付
意
欲

の
減
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
船
渡
市
農
業

ま
つ
り
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
と
な
り
、

組
合
員
・
利
用
者
の
方
々
と
の
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
に
対

す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
く
機
会
を
失
っ
た
こ
と
は
非

常
に
残
念
な
結
果
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
事
業
経
営
全
般
に

わ
た
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
管
内
の
安
全
・
安
心
な
野
菜
を

安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
に
地
元
大
型
店
舗
と
提
携

し
夏
秋
野
菜
販
売
促
進
会
を
初
開
催
し
た
ほ
か
、
旧

本
店
跡
地
を
活
用
し
葬
祭
会
館
ご
く
よ
う
大
船
渡
会

館
を
建
設
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
の

た
め
全
農
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）に
事
業
移
管
し
た

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ–

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
大
船
渡
も
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
米
価
下

落
の
支
援
と
し
て
出
荷
数
量
に
応
じ
た
助
成
金
や
次

期
作
付
の
水
稲
苗
等
の
助
成
に
つ
い
て
も
各
行
政
と

協
議
・
連
携
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ
数

年
で
急
速
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
も
人
口
減

少
に
よ
る
少
子
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
農
業

者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
農
業
生
産

基
盤
の
脆
弱
化
、
異
常
気
象
が
及
ぼ
す
農
作
物
被
害

の
多
発
、
ま
た
様
々
な
国
際
貿
易
交
渉
な
ど
多
く
の

課
題
が
表
面
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
の
長
期
化
に
よ
る
信
用
・
共
済
事
業
収
益

の
減
少
は
当
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
、「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る
　

い
わ
て
農
業
・
地
域
共
生
　
の
未
来
を
創
る
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
第
46
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
が
開
催
さ

れ
、
次
期
三
か
年
の
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
の
目
指

す
姿
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
次

期
中
期
三
か
年
計
画
の
策
定
に
向
け
、
信
用
・
共
済

事
業
依
存
か
ら
の
脱
却
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
に
向
け
、
現
在
、
経
営
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
営
農
経
済
事
業
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
、

事
業
全
体
の
見
直
し
・
再
構
築
を
検
討
・
協
議
し
て

お
り
ま
す
。

　
明
け
た
本
年
は
、
中
期
三
か
年
計
画
の
初
年
度
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
姿
「
持
続
な
可
能

な
岩
手
農
業
の
確
立
」「
よ
り
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
共
生
社
会
の
確
立
」「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地

域
に
根
差
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
役
割
発
揮
」
を

基
本
に
更
な
る
自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
農
に
生
き
る
人
々
の
組
織
で
あ
り
、
そ

の
地
域
に
暮
ら
し
、
農
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
の

組
織
で
も
あ
り
ま
す
。
と
も
に
同
じ
方
向
を
見
つ
め
、

寄
り
添
い
「
Ｊ
Ａ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」「
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
組
織
に
す
べ
く
、

今
後
も
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
組
合
員
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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に
提
供
す
る
た
め
に
地
元
大
型
店
舗
と
提
携

し
夏
秋
野
菜
販
売
促
進
会
を
初
開
催
し
た
ほ
か
、
旧

本
店
跡
地
を
活
用
し
葬
祭
会
館
ご
く
よ
う
大
船
渡
会

館
を
建
設
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
の

た
め
全
農
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）に
事
業
移
管
し
た

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ–

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
大
船
渡
も
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
米
価
下

落
の
支
援
と
し
て
出
荷
数
量
に
応
じ
た
助
成
金
や
次

期
作
付
の
水
稲
苗
等
の
助
成
に
つ
い
て
も
各
行
政
と

協
議
・
連
携
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ
数

年
で
急
速
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
も
人
口
減

少
に
よ
る
少
子
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
農
業

者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
農
業
生
産

基
盤
の
脆
弱
化
、
異
常
気
象
が
及
ぼ
す
農
作
物
被
害

の
多
発
、
ま
た
様
々
な
国
際
貿
易
交
渉
な
ど
多
く
の

課
題
が
表
面
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
の
長
期
化
に
よ
る
信
用
・
共
済
事
業
収
益

の
減
少
は
当
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
、「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る
　

い
わ
て
農
業
・
地
域
共
生
　
の
未
来
を
創
る
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
第
46
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
が
開
催
さ

れ
、
次
期
三
か
年
の
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
の
目
指

す
姿
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
次

期
中
期
三
か
年
計
画
の
策
定
に
向
け
、
信
用
・
共
済

事
業
依
存
か
ら
の
脱
却
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
に
向
け
、
現
在
、
経
営
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
営
農
経
済
事
業
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
、

事
業
全
体
の
見
直
し
・
再
構
築
を
検
討
・
協
議
し
て

お
り
ま
す
。

　
明
け
た
本
年
は
、
中
期
三
か
年
計
画
の
初
年
度
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
姿
「
持
続
な
可
能

な
岩
手
農
業
の
確
立
」「
よ
り
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
共
生
社
会
の
確
立
」「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地

域
に
根
差
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
役
割
発
揮
」
を

基
本
に
更
な
る
自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
農
に
生
き
る
人
々
の
組
織
で
あ
り
、
そ

の
地
域
に
暮
ら
し
、
農
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
の

組
織
で
も
あ
り
ま
す
。
と
も
に
同
じ
方
向
を
見
つ
め
、

寄
り
添
い
「
Ｊ
Ａ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」「
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
組
織
に
す
べ
く
、

今
後
も
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
組
合
員
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

″

″

2広報 JAおおふなと　January 20223 vol.649



　12 月 5 日、ＪＡおおふなと女性部大船渡支部は末崎町にある村上園芸ハウスにて花の寄せ植えと簡
単料理講習会を開き、11 人が参加しました。
　花の寄せ植えでは、ＪＡおおふなと助け合い組
織「虹の会」会員である村上ヨシ子さんが講師を
務め、花苗の根の始末の仕方など指導しました。
また、簡単料理講習会では、家の光 2019 年 9 月
本紙に掲載されているレシピを参考にして、被災
時でも作れる温かくて美味しい料理を作りました。

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

来年度に向けての準備 ～各種説明会・相談会～

ＪＡおおふなと女性部の12月の活動市民農園で栽培したさつまいもを使用
～ＪＡおおふなと青年部による焼き芋販売会～

　12 月 15 日、ＪＡおおふなと女性部は猪川町
にある上冨岡公民館にて気仙地区でよく食べられ
ている料理を作り、10 人が参加しました。この
活動は、ＪＡ全国女性組織協議会の「母から子へ、
伝えたいわが家の味、地域の味！！」運動による
もので、今回は、どんこ汁を含めた 3 品の料理を
作りました。

　大船渡支店、猪川支店、三陸支
店、高田支店は 12 月、各所にお
いて農家応援や地域への還元を目
的に支店イベントを開催しまし
た。青年部や地元農家が出店した
イベントもあり、多くの来場者で
賑わいを見せました。

　11 月 24 日、ＪＡおおふなとは「銀河のしずく」
作付け経営体説明会を開催し、生産者や関係者を含
めて約 30 人が参加しました。
　説明会では、生育特性や栽培のポイントのほか、
令和４年産銀河のしずくの取り組みや作付け経営体
登録についての説明が行われ、参加者から来年度の
作付けに向けて多くの質問が飛び交い、熱心に説明
を聞く様子が見られました。

　12 月 16 日、ＪＡおおふなとは令和４年度水稲施肥設計説明
会を管内４カ所で開催し、このうち日頃市地区公民館で行われ
た説明会には 20 人が参加しました。
　説明会では、令和３年産水稲の生育経過や収量・品質につい
て生育診断の結果と共に振り返り、大船渡農業改良普及センター
職員から令和４年産米についての施肥や防除基準について説明
を受けました。

　11 月 30 日、ＪＡおおふなとは夏秋野菜栽培相談会を開催
し、関係者を含めて 12 人が参加しました。
　相談会では、栽培についてより詳しい説明を聞くことが出
来るように、地域ごとに席を分けて行われ、各種栽培品目に
ついての生産動向や栽培についての説明を受けました。

　ＪＡおおふなと青年部は、10 月に収穫したさつまいも「紅
はるか」を、12 月 15 日に開催した猪川支店でのイベントに
て焼き芋として販売しました。
　販売された紅はるかは、糖度が高く、加熱するとしっとりと
した食感となり、多くのお客様にお買い求めいただきました。

地域の方々に今年一年の感謝を込めて ～支店イベントの開催～

「銀河のしずく」作付け経営体説明会の様子

調理中の様子

寄せ植えを作成中

完成した料理３品紅はるかを焼いている様子

完成した料理４品

～気仙地区に伝わる料理を作ろう～

夏秋野菜栽培相談会の様子

令和４年度水稲施肥設計説明会の様子

焼き芋

～大船渡支部 花の寄せ植え・
簡単料理講習会開催～

三陸支店

大船渡支店

猪川支店

● 年頭のご挨拶 P2- P3

● タウントピックス
● もくじ P4 - P5

● 第 46 回ＪＡ岩手県大会 P6 - P7

● 県下統一紙面 P8 - P11

● INFORMATION P12

● 大船渡市役所からのお知らせ P13

● 営農部からのお知らせ P14 - P15

● あなたもチャレンジ！家庭菜園 P16

● シェフ永井のおすすめ P17

● 読者の掲示板
● 頭の体操クロスワード
● 理事会報告

P18

● 今月の表紙
● ＪＡの家庭雑誌のご紹介 P19

● 金融移動店舗車運行スケジュール
● あとがき P20
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「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る

  
　 

い
わ
て
農
業
・
地
域
共
生  

の
未
来
を
創
る
」

　
12
月
３
日
、第
46
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
が
盛
岡
市
の
都
南
文
化
会
館
キ
ャ

ラ
ホ
ー
ル
と
各
地
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
催
さ
れ
、
県
内
７
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
や
役
職
員
が
参
加
し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
役
職
員
や
生
産
組
織
の
代
表

ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
今
大
会
は
、「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る 

い
わ
て
農
業
・
地
域
共
生
　

の
未
来
を
創
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
従
来
の
自
己
改
革
３
つ
の
目
標
（
①
農

家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
②
地
域
の
活
性
化
③
協
同
の

強
化
）
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
現
状
の
農
業
、
地
域
社
会
・
Ｊ
Ａ

を
め
ぐ
る
情
勢
や
課
題
を
踏
ま
え
、
10
年
後
を
見
通
し
た
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ

ル
ー
プ
が
共
通
か
つ
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
岩
手
県
中
央
会
小
野
寺
敬
作
会
長
は
「
昨
年

か
ら
続
い
て
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
様
々
な
分
野
に

暗
い
影
を
落
と
し
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
深
刻
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

今
大
会
議
案
の
テ
ー
マ
を
「
組
合
と
と
も
に
」
と
し
て
劇
的
に
変
化
す
る

新
時
代
に
対
応
し
、
い
わ
て
農
業
・
地
域
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
国
民
の
食
料
の
安
定
的
供
給
と
農
業
・
農
村
の
保
全
・

維
持
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
維

持
と
組
合
員
組
織
の
強
化
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
大
会
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
に
は
、
当
組
合
の
猪
股
岩
夫
組
合
長
が
「
が

ん
ば
ろ
う
三
唱
」
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て
地

域
農
業
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
と
は
、
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

組
合
員
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー

プ
の
意
思
を
結
集
し
、
次
期
３
か
年
の
取
り
組
み
を
決
め
る
も

の
で
、
こ
れ
を
内
外
に
表
明
す
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な

と
で
は
、
こ
の
決
議
を
も
と
に
、
３
か
年
計
画
、
事
業
計
画
を

具
体
的
に
策
定
し
、
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【第46回ＪＡ岩手県大会議案　全体像】

めざす姿 中長期を見通した取り組むべき方針 “5つの柱” および具体的取組施策

① 持続可能な食料・農業基盤の確立
　 ○多様な農業者による地域農業の振興
　 ○マーケットインに基づく生産・販売事業の強化
　 ○持続可能な農業・農村に資する取り組みと政策の確立・推進
　 ○組合員参画による事業運営、営農経済事業体制の構築

⑤ 「食・農・地域・JA」にかかる国民理解の醸成
　 ○ＪＡグループ一体となった国民理解の醸成に向けた取り組み
　 ○SDGsへの貢献を意識した取り組み
　 ○効果的な伝達手段の選定
　 ○組織内の情報共有

④ 協同組合としての人づくり
　 ○協同組合らしい人づくり
　 ○組織基盤の確立に向けた人づくり
　 ○経営基盤の強化に向けた人づくり
　 ○事業の高度化に対応しうる人材育成

③ 不断の自己改革の実践を支える経営基盤強化
　 ○持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化
　 ○早期警戒制度の改正も見据えたガバナンス・内部統制の確立と
　 　経営の健全性確保

② 持続可能な地域・組織・事業基盤の確立
　 ○組合員の積極的なＪＡ事業・活動への参加促進
　 ○農家組合組織の活性化
　 ○青年組織・女性組織の活性化
　 ○ＪＡ総合事業を通じた生活のインフラ機能の発揮
　 ○デジタルを活用した活動の促進

【テーマ】 組合員とともに活力ある「いわて農業・地域共生」の未来を創る

着
実
な
実
践
と
振
り
返
り
、組
合
員
と
の
対
話
と
評
価
の
サ
イ
ク
ル
を
継
続
実
施

①
持
続
可
能
な
岩
手
農
業
の
確
立 

〜「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
確
立
〜

②
よ
り
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
確
立

③
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た 

協
同
組
合
の
確
立
と
役
割
発
揮

Ⅰ
国民への食料の安定的供給と
農業・農村の保全・維持の

取り組み

Ⅱ
社会変化・要請に伴う
デジタル化、SDGsの

取り組み

Ⅲ
ＪＡ経営基盤の維持と
組合員組織強化の

取り組み

考慮すべき環境変化

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
価
値
観・行
動
の
変
容

農
業
生
産
基
盤
の
急
激
な
変
化

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
の
要
請

人
口
減
少・高
齢
化
の
進
展

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、大船渡地区と陸前高田・住田地区の2会場にて
Web配信での同時視聴が行われました。

第46回
JA岩手県大会

①
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立

「
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
後
継

者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
後

継
者
の
育
成
・
指
導
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」

後
継
者
不
足
は
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
・
中
央
会
・
連
合

会
は
今
後
も
継
続
し
て
育
成
・
指
導
に
取
り

組
み
ま
す
。

「
関
東
圏
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
へ
の
情

報
提
供
を
行
い
、
好
条
件
で
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
」

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
取
り
組
み

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岩
手
県
が
事
務

局
と
な
り
、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
、

雇
用
の
確
保
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ

な
ど
、
普
及
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。「

獣
医
が
足
り
な
い
状
況
へ
の
対
応
が

必
要
」

令
和
４
年
度
農
業･

農
村
関
連
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
獣
医
師
不
足
対
応
や

休
日
診
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
中
央
会
が

主
体
と
な
り
県
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

②
持
続
可
能
な
地
域
・
組
織
・
事
業
基

盤
の
確
立

「
日
本
型
直
接
支
払(

中
山
間
・
多
面

的
機
能
等)

や
地
域
の
耕
作
放
棄
地
、

遊
休
地
の
活
用
な
ど
、
行
政
・
自
治
会
と
連

携
し
な
が
ら
地
域
の
農
業
関
係
は
す
べ
て
農

家
組
合
で
担
う
こ
と
で
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」

農
家
組
合
は
、
Ｊ
Ａ
の
基
礎
組
織
で

あ
り
地
域
の
中
核
的
組
織
で
あ
る
た

め
、
地
域
の
行
政
・
他
団
体
と
連
携
を
図
る

こ
と
は
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
活
性

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
の
支
援
も

欠
か
せ
な
い
と
考
え
ま
す
。

⑤「
食
・
農
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
」
に
か
か
る

国
民
理
解
の
醸
成

「
地
産
地
消
・
県
産
県
消
に
力
を
注
い

で
い
く
こ
と
は
当
然
だ
が
、
他
県
と

の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
、意
見
交
換
を
行
っ

て
い
く
べ
き
」

本
県
で
も
、
農
畜
産
物
を
通
じ
た
他

県
Ｊ
Ａ
と
の
交
流
等
進
め
て
い
る
Ｊ

Ａ
が
あ
る
よ
う
に
、
各
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
対

話
・
協
議
を
進
め
、
他
県
Ｊ
Ａ
等
と
の
交
流

等
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
、
全
農
が
主
体
と
な
っ
て
、
県
産
農
畜

産
物
の
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
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大会議案審議会等で生産部会、本店運営委員等の方々から寄せられた主なご意見
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「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る

  

　 

い
わ
て
農
業
・
地
域
共
生  

の
未
来
を
創
る
」

　
12
月
３
日
、第
46
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
が
盛
岡
市
の
都
南
文
化
会
館
キ
ャ

ラ
ホ
ー
ル
と
各
地
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
催
さ
れ
、
県
内
７
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
や
役
職
員
が
参
加
し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
役
職
員
や
生
産
組
織
の
代
表

ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
今
大
会
は
、「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る 

い
わ
て
農
業
・
地
域
共
生
　

の
未
来
を
創
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
従
来
の
自
己
改
革
３
つ
の
目
標
（
①
農

家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
②
地
域
の
活
性
化
③
協
同
の

強
化
）
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
現
状
の
農
業
、
地
域
社
会
・
Ｊ
Ａ

を
め
ぐ
る
情
勢
や
課
題
を
踏
ま
え
、
10
年
後
を
見
通
し
た
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ

ル
ー
プ
が
共
通
か
つ
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
岩
手
県
中
央
会
小
野
寺
敬
作
会
長
は
「
昨
年

か
ら
続
い
て
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
様
々
な
分
野
に

暗
い
影
を
落
と
し
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
深
刻
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

今
大
会
議
案
の
テ
ー
マ
を
「
組
合
と
と
も
に
」
と
し
て
劇
的
に
変
化
す
る

新
時
代
に
対
応
し
、
い
わ
て
農
業
・
地
域
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
国
民
の
食
料
の
安
定
的
供
給
と
農
業
・
農
村
の
保
全
・

維
持
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
維

持
と
組
合
員
組
織
の
強
化
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
大
会
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
に
は
、
当
組
合
の
猪
股
岩
夫
組
合
長
が
「
が

ん
ば
ろ
う
三
唱
」
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て
地

域
農
業
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
と
は
、
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

組
合
員
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー

プ
の
意
思
を
結
集
し
、
次
期
３
か
年
の
取
り
組
み
を
決
め
る
も

の
で
、
こ
れ
を
内
外
に
表
明
す
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な

と
で
は
、
こ
の
決
議
を
も
と
に
、
３
か
年
計
画
、
事
業
計
画
を

具
体
的
に
策
定
し
、
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【第46回ＪＡ岩手県大会議案　全体像】

めざす姿 中長期を見通した取り組むべき方針 “5つの柱” および具体的取組施策

① 持続可能な食料・農業基盤の確立
　 ○多様な農業者による地域農業の振興
　 ○マーケットインに基づく生産・販売事業の強化
　 ○持続可能な農業・農村に資する取り組みと政策の確立・推進
　 ○組合員参画による事業運営、営農経済事業体制の構築

⑤ 「食・農・地域・JA」にかかる国民理解の醸成
　 ○ＪＡグループ一体となった国民理解の醸成に向けた取り組み
　 ○SDGsへの貢献を意識した取り組み
　 ○効果的な伝達手段の選定
　 ○組織内の情報共有

④ 協同組合としての人づくり
　 ○協同組合らしい人づくり
　 ○組織基盤の確立に向けた人づくり
　 ○経営基盤の強化に向けた人づくり
　 ○事業の高度化に対応しうる人材育成

③ 不断の自己改革の実践を支える経営基盤強化
　 ○持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化
　 ○早期警戒制度の改正も見据えたガバナンス・内部統制の確立と
　 　経営の健全性確保

② 持続可能な地域・組織・事業基盤の確立
　 ○組合員の積極的なＪＡ事業・活動への参加促進
　 ○農家組合組織の活性化
　 ○青年組織・女性組織の活性化
　 ○ＪＡ総合事業を通じた生活のインフラ機能の発揮
　 ○デジタルを活用した活動の促進

【テーマ】 組合員とともに活力ある「いわて農業・地域共生」の未来を創る

着
実
な
実
践
と
振
り
返
り
、組
合
員
と
の
対
話
と
評
価
の
サ
イ
ク
ル
を
継
続
実
施

①
持
続
可
能
な
岩
手
農
業
の
確
立 

〜「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
確
立
〜

②
よ
り
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
確
立

③
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た 

協
同
組
合
の
確
立
と
役
割
発
揮

Ⅰ
国民への食料の安定的供給と
農業・農村の保全・維持の

取り組み

Ⅱ
社会変化・要請に伴う
デジタル化、SDGsの

取り組み

Ⅲ
ＪＡ経営基盤の維持と
組合員組織強化の

取り組み

考慮すべき環境変化

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
価
値
観・行
動
の
変
容

農
業
生
産
基
盤
の
急
激
な
変
化

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
の
要
請

人
口
減
少・高
齢
化
の
進
展

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、大船渡地区と陸前高田・住田地区の2会場にて
Web配信での同時視聴が行われました。

第46回
JA岩手県大会

①
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立

「
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
後
継

者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
後

継
者
の
育
成
・
指
導
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」

後
継
者
不
足
は
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
・
中
央
会
・
連
合

会
は
今
後
も
継
続
し
て
育
成
・
指
導
に
取
り

組
み
ま
す
。

「
関
東
圏
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
へ
の
情

報
提
供
を
行
い
、
好
条
件
で
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
」

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
取
り
組
み

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岩
手
県
が
事
務

局
と
な
り
、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
、

雇
用
の
確
保
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ

な
ど
、
普
及
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。「

獣
医
が
足
り
な
い
状
況
へ
の
対
応
が

必
要
」

令
和
４
年
度
農
業･

農
村
関
連
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
獣
医
師
不
足
対
応
や

休
日
診
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
中
央
会
が

主
体
と
な
り
県
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

②
持
続
可
能
な
地
域
・
組
織
・
事
業
基

盤
の
確
立

「
日
本
型
直
接
支
払(

中
山
間
・
多
面

的
機
能
等)

や
地
域
の
耕
作
放
棄
地
、

遊
休
地
の
活
用
な
ど
、
行
政
・
自
治
会
と
連

携
し
な
が
ら
地
域
の
農
業
関
係
は
す
べ
て
農

家
組
合
で
担
う
こ
と
で
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」

農
家
組
合
は
、
Ｊ
Ａ
の
基
礎
組
織
で

あ
り
地
域
の
中
核
的
組
織
で
あ
る
た

め
、
地
域
の
行
政
・
他
団
体
と
連
携
を
図
る

こ
と
は
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
活
性

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
の
支
援
も

欠
か
せ
な
い
と
考
え
ま
す
。

⑤「
食
・
農
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
」
に
か
か
る

国
民
理
解
の
醸
成

「
地
産
地
消
・
県
産
県
消
に
力
を
注
い

で
い
く
こ
と
は
当
然
だ
が
、
他
県
と

の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
、意
見
交
換
を
行
っ

て
い
く
べ
き
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経済部・介護支援センターからのお知らせ

ふれあいルームのご案内

令和３年12月まで取りまとめを行いました春肥料の予約注文につきまして、肥料原料の国際市況が大幅に
上昇したことを受け、仕入れ価格が高騰することから、当ＪＡの販売価格におきましても値上げの対応を
しておりました。
現在、当ＪＡでは肥料の価格高騰に対する支援策を検討しており、具体的な支援の内容や実施の時期につ
いて、決定し次第でのお知らせを予定しております。
何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

お問合せ先　経済部　☎ 26-4044

大船渡ツバキ協会が主催する椿炭を活かしたインテリア小物作り教室を、下記日程の通り開催いたします。
定員になり次第締め切りとさせていただきますので、お早めにお申込みください。

お問合せ先　世界の椿館・碁石　☎29-4187

日時：令和４年１月22日（土）　午前10時～12時
受講料：1,000円（材料費含む）
持参するもの：使い捨て手袋、エプロン
定員：15名

講師：世界の椿館・碁石　職員（井上・小松）
募集締切：令和４年１月20日（木）

経済部からのお知らせ

令和４年度春肥料価格高騰に対する支援について

世界の椿館・碁石からのお知らせ

椿炭を活かしたインテリア小物作り教室開催のご案内

毎週火曜日に、金融移動店舗車「ふれ愛・きずな号」の来所に合わせて、お茶を飲みながらゆっくりお話
しできる場所を設けています。1・2月は下記日程の通り実施する予定ですのでお知らせいたします。

日にち 時　間 内　容 場　所

1月18日（火） 13時30分～15時 器具を使った全身体操

旧ＪＡ日頃市支店

　　25日（火）

13時～15時 血圧測定・介護相談・健康相談等　2月  1日（火）

8日（火）

15日（火） 13時30分～15時 体を温める体操

22日（火）
13時～15時 血圧測定・介護相談・健康相談等

25日（金）

※�新型コロナウイルス感染症の状況により、休止する場合があります。

お問合せ先　経済部・介護支援センター　☎ 26-1231（担当：多田・川原・金野）

新型コロナウイルス感染防止対策にマスクの着用
をお願いいたします。

大船渡市役所からのお知らせ

世界の椿館・碁石
（大船渡市末崎町字大浜280-1）

令和４年１月16日（日）
午前９時～午後１時（閉館は5時）

一般／500円　小中学生／300円　幼児／無料
団体（20人以上）／個人料金の50円引き
博物館との共通券／600円（高校生以上）

・ 館内出店（飲食・菓子・椿グッズ）
・ つばきクレープ販売
・ おおふなトン出迎え（10時頃予定）
・ 大船渡つばき娘出迎え
・ おおふなトンを探せ（中学生以下）
・ 写真映えスポット設置
・ 館内椿さがしクイズラリー
・ 人気椿の投票・紹介
・ 全国椿サミット
　大船渡大会PRイベント

◎ミニ盆栽作り（大船渡東高校）
◎椿油搾油・椿ネイル
　（ラグジュアリーネイル）
◎子供貸衣裳館内散歩
　（イワテブライダルセンター）

・ 椿苗・椿グッズ販売（常設）
・ 椿茶をねり込んだ生地を使ったピザ販売
　（ひみつきっちんぬーば号）

主催：つばきまつり実行委員会事務局
（事務局＝大船渡市役所農林課  ☎27-3111 内線347・348）

三陸・大船渡
第25回つばきまつり

世界の椿館・碁石の、世界13ヵ国600種の
色とりどりの椿が開花を迎える時期となりました。
開花に先立ち、「プレイベント」を開催いたします。

日時

会場 料金

イベント
内容

有料
イベント

つばきまつりは
令和４年２月５日（土）
から始まります。
皆様のご来場を
お待ちして
おります！！！

※新型コロナウイルス感染症拡大等の状況を受け、催事内容や期間が変更・
中止になる場合がありますのでご了承ください。

※感染症予防のため、来場の際はマスク着用の上、手指消毒のご協力をお願
いいたします。

※体調不良の方、体温が37.5℃以上の方は入館をお断りさせていただきます。

椿グッズを身に着けてこられた方は
世界の椿館と市立博物館の

入館料無料

プレイベントのご案内
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　 水稲の生育状況
 (1) 育苗期間
　　　播種盛期は 4 月 12 日でほぼ平年より 2 日程

早まりました。
　 　  平均気温は概ね期間を通じて平年並～高く経

過し、日照時間は平年並となり、苗の草丈は平
年並～やや低くなりました。

  (2) 移植期
　 　  移植盛期は 5 月 11 日で、平年並でした。平均

気温は平年より高く経過し、降水量は概ね期間
を通じて平年並み～少なく経過したため、活着
後は良好であり、その後の分げつの発生は旺盛
となりました。

  (3) 出穂期　
　 　  出穂盛期は 7 月 29 日頃あり、平年より 6 日

程早まりました。7 月～ 8 月上旬にかけて、平
均気温は平年より高く経過したため、生育ステー
ジは早まりました。

  (4) 成熟期
　 　  成熟期は 9 月 10 日頃であり、平年より 8 日

程度早まりました。8 月下旬の平均気温は、高温
で経過したため、籾の登熟は平年より早まりま
した。

 (5) 収穫期
　 　  収穫期は 9 月 22 日～ 9 月 30 日頃であり、平

年より 7 日程早まりました。

　 いもち病、斑点米カメムシ類等、病害虫の
　 発生状況
 ① 葉いもち
　　 葉いもちの発生は概ね平年並でした。
 ② 穂いもち
　　 穂いもちの発生は平年よりやや多く、特に中山

間地で被害が多く見られました。
 ③ 紋枯病
　　 紋枯病は平年よりやや発生が多くなりました。

例年発生が見られる圃場では、上位葉で病斑が確
認され、一部穂枯れに至る圃場も散見されました。

 ④ ごま葉枯病
　　 8 月下旬頃から復旧農地を中心に発生が確認さ

れました。
 ⑤ 斑点米カメムシ類　
　　 斑点米カメムシ類は、6 月～ 8 月の平均気温が

高温で経過したため、発生量は平年より多くなり
ました。

営農部からのお知らせ

和 牛 子 牛
家 畜 市 場
情 報 12 月

市場名 性別 頭数 平均価格 最高価格 平均体重

県　南

雌 237 728,812 947,100 288

去 314 786,978 1,367,300 319

計 551 762,217 306

大船渡

雌 2 801,350 886,600 299 

去 3 699,233 734,800 328 

計 5 740,080 316 

高　田

雌 1 830,500 830,500 299

去 3 757,533 781,000 297

計 4 775,775 297

住　田

雌 2 751,300 755,700 307

去 6 754,600 796,400 303

計 8 753,775 304

品種名 令和３年産米 検査数（袋）
１等 ２等 ３等 規格外 合　計

ひ と め ぼ れ 7,501 243 4 0 7,748 
あ き た こ ま ち 70 25 0 0 95 
銀 河 の し ず く 1,251 0 0 0 1,251 
た か た の ゆ め 8,762 245 63 0 9,070 
サ サ ニ シ キ 116 0 0 0 116 
結 の 香 0 77 43 0 120 
も ち 米 119 0 0 0 119 
そ の 他 0 0 0 0 0 
合 計 17,819 590 110 0 18,519 

大 船 渡 市 管 内 2,617 40 0 0 2,657 
陸前高田市管内 13,219 295 63 0 13,577 
住 田 町 管 内 1,983 255 47 0 2,285 

落等原因 ２等 ３等 規格外 合　計
青 未 熟 粒 112 15 0 127 
充 実 度 0 0 0 0 
心 白 粒 0 0 0 0 
腹 白 未 熟 粒 0 0 0 0 
部 分 カ メ ム シ 476 95 0 571 
も ち 玄 米 混 入 2 0 0 2 
胴 割 米 0 0 0 0 

税込み/単位:頭、円、kg

令和３年産
米集荷検査状況
〈銘柄別等級〉
＊前年度出荷数は
　18,821袋

お問合せ先　 営農部・畜産課　☎ 22-7520

令和3年産 水稲生育経過と収量･品質(気仙地方)

大人気のフルーツトマトの支店販売を再開いたします。
下記日程で開催いたしますので、どうぞご来店ください。

開催日時・場所：

日にち 販売支店 時間

１月14日（金） 猪川支店

午前９時～午後13時

商品がなくなり次第
終了いたします

　　21日（金） 大船渡支店

24日（月） 高田支店

　　28日（金） 猪川支店

２月 ４日（金） 大船渡支店

　　10日（木） 猪川支店

※収穫状況等により、急遽、変更・中止となる場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先　 営農部・農産園芸課　☎ 22-7520

フルーツトマト・イチゴ
支店店頭販売のご案内
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結 の 香 0 77 43 0 120 
も ち 米 119 0 0 0 119 
そ の 他 0 0 0 0 0 
合 計 17,819 590 110 0 18,519 

大 船 渡 市 管 内 2,617 40 0 0 2,657 
陸前高田市管内 13,219 295 63 0 13,577 
住 田 町 管 内 1,983 255 47 0 2,285 

落等原因 ２等 ３等 規格外 合　計
青 未 熟 粒 112 15 0 127 
充 実 度 0 0 0 0 
心 白 粒 0 0 0 0 
腹 白 未 熟 粒 0 0 0 0 
部 分 カ メ ム シ 476 95 0 571 
も ち 玄 米 混 入 2 0 0 2 
胴 割 米 0 0 0 0 

税込み/単位:頭、円、kg

令和３年産
米集荷検査状況
〈銘柄別等級〉
＊前年度出荷数は
　18,821袋

お問合せ先　 営農部・畜産課　☎ 22-7520

令和3年産 水稲生育経過と収量･品質(気仙地方)

大人気のフルーツトマトの支店販売を再開いたします。
下記日程で開催いたしますので、どうぞご来店ください。

開催日時・場所：

日にち 販売支店 時間

１月14日（金） 猪川支店

午前９時～午後13時

商品がなくなり次第
終了いたします

　　21日（金） 大船渡支店

24日（月） 高田支店

　　28日（金） 猪川支店

２月 ４日（金） 大船渡支店

　　10日（木） 猪川支店

※収穫状況等により、急遽、変更・中止となる場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先　 営農部・農産園芸課　☎ 22-7520

フルーツトマト・イチゴ
支店店頭販売のご案内
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あなたもチャレンジ！

Point

ニ
ラ

　長
い
期
間
収
穫
を
楽
し
む

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　
春
（
３
、４
月
）
に
種
ま
き
し
、

育
苗
し
て
、
６
、７
月
に
植
え
付
け
、

翌
年
の
春
〜
秋
に
収
穫
し
ま
す
。
乾

燥
す
る
場
所
以
外
は
ど
ん
な
土
地
に

も
育
ち
、半
日
陰
で
も
大
丈
夫
で
す
。

［
品
種
］「
ミ
ラ
ク
ル
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
」（
武
蔵
野
種
苗
園
）
は
鮮
緑
色

で
葉
幅
が
広
く
、
肉
質
は
柔
ら
か
い

品
種
。「
タ
フ
ボ
ー
イ
」（
八
江
農
芸
）

は
耐
寒
・
耐
暑
性
が
あ
り
、
刈
り
取

り
後
の
再
生
力
の
高
い
品
種
で
す
。

［
育
苗
］
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥

料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０

ｇ
と
堆
肥
１
㎏
を
施
し
、
土
と
よ
く

混
ぜ
て
お
き
ま
す
。
幅
70
㎝
程
度
の

苗
床
を
作
り
、
条
間
15
㎝
、
１
㎝
間

隔
に
す
じ
ま
き
し
ま
す
（
図
１
）。

発
芽
後
、
密
生
し
た
所
を
間
引
き
、

草
丈
25
㎝
程
度
ま
で
育
て
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
２
週
間

前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰

１
０
０
ｇ
を
全
面
に
ま
い
て
、
よ
く

耕
し
て
お
き
ま
す
。
植
え
付
け
溝
は

畝
幅
60
〜
70
㎝
と
し
、
深
さ
20
㎝
、

幅
15
㎝
に
掘
り
下
げ
ま
す
。
元
肥
は

植
え
溝
１
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50
ｇ

程
度
、
堆
肥
１
㎏
を
施
し
、
土
を
掛

け
て
お
き
ま
す
（
図
２
）。

［
植
え
付
け
］
苗
は
根
を
傷
め
ず
に

掘
り
取
り
、
株
間
20
〜
25
㎝
間
隔
で

１
カ
所
３
、４
本
を
ま
と
め
て
植
え

付
け
ま
す
（
図
３
）。

［
追
肥
・
中
耕
・
と
う
摘
み
］
植
え

付
け
の
年
は
９
、
10
月
に
月
１
回
追

肥
を
し
ま
す
。
１
回
の
追
肥
量
は
畝

１
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
30
ｇ
程
度
と

し
、こ
の
際
に
中
耕
を
行
い
ま
す（
図

４
）。
２
年
目
以
降
は
春
先
と
、
収

穫
後
に
同
量
を
与
え
ま
す
。
な
お
、

植
え
付
け
の
２
年
目
以
降
は
夏
に
な

る
と
、
と
う
立
ち
す
る
た
め
早
め
に

蕾
（
つ
ぼ
み
）
を
摘
み
取
り
ま
す
。

［
病
害
虫
防
除
］
新
芽
に
付
き
や
す

い
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
「
粘
着
く
ん
液

剤
」「
ベ
ニ
カ
水
溶
剤
」
な
ど
の
登

録
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
翌
年
４
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
収
穫
で
き
ま
す
。
草
丈
35
㎝
程

度
に
伸
び
た
頃
、
地
上
5
㎝
程
度
の

部
分
で
刈
り
取
り
収
穫
を
し
ま
す

（
図
５
）。
１
年
に
３
、４
回
収
穫
で

き
ま
す
。

［
株
の
更
新
］
３
、４
年
は
同
じ
畑
で

栽
培
で
き
ま
す
が
、
密
生
し
葉
輻
が

狭
く
な
っ
て
き
た
ら
、
春
に
株
を
更

新
し
ま
す
。
株
を
掘
り
取
り
、
分
割

し
て
３
芽
ず
つ
ま
と
め
て
植
え
直
し

ま
す
（
図
６
）。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

図1　育苗 図2　畑の準備 図3　植え付け 図5　収穫

図6　株の更新図4　追肥
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※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。
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16広報 JAおおふなと　January 202217 vol.649



頭の
体操 クロスワード 二重マスの文字をA〜Dの順に並べて

できる言葉は何でしょうか?

01. 節分の日に丸かじりする地方もあります
02.歯がある履き物
03.世界遺産には文化遺産や──遺産があります
04.ほっそりした指の例えに使われる魚
05.酸っぱいものを見ると湧きます
07.特定のヤギの毛を使った高級な毛織物
10.受験生が勝ち取りたいもの
12.江戸幕府の旗本、御家人の総称
14.──頭をたたいてみれば文明開化の音がする
16.酒のお供です
17.年齢を尋ねられたので──を読んで答ぇ
ちゃった

19.愛を英語でいうと

ヨコのカギ
01. 力士が頭のてっぺんに結います
03.ベッドルームともいいます
06.南へと吹き抜けていきます
08.父はロバ、母はウマ
09.青→黄→赤と変わるものをよく見掛けます
11.宍道湖の名産である二枚貝
13.水瓶座と牡羊座の間
15.訴えや申請などが退けられること
17.──かまぼこ、──団子、──笛
18.鉄道のレールの下に並べます
20.テレビ──の録画を予約した
21.魚へんに師と書く出世魚

タテのカギ

　応募は郵便はがきに答え、住所、氏名、年齢、職業、ＪＡ広報に対
するご意見・ご感想を記入し下記の住所までお送りください。
〒 022-8507　大船渡市大船渡町字茶屋前 167-4
　　　　　　　ＪＡおおふなと総務部企画課広報編集係
【応募締切】令和 4年 1月 24日（月）必着
※お客様にご提供いただく個人情報は抽選及び景品の発送にのみ利用
するものとし、目的以外の使用はいたしません。

正解者の中から抽選で6名様に景品プレゼント
12月号クイズ当選者

前回の解答「フクワライ」

高　澤　辰　男 さん（高田町）
近　江　ミヨ子 さん（小友町）
千　葉　育　子 さん（立根町）
紺　野　ハツミ さん（住田町）
中　嶋　妃　那 さん（三陸町）
佐　藤　アサ子 さん ( 日頃市町）

毎月の広報ＪＡおおふなとを楽し
みにしています。特にあなたもチャ
レンジ！家庭菜園は興味深いコー
ナーです。それとクロスワードは大
好きで、毎月お茶っこ飲みながら
挑戦しております。（三陸町）

公務員を卒業したら、何か植物を
植えてみたいと思っています。母み
たいに花とか植木を育ててみたい。
（大船渡町）

タウントピックスには、健康づくりや
趣味を楽しむ、物作りを楽しむ方々
の活動が掲載されていて、無趣味な
私も何かしたいなあと思案中です。
（猪川町）

他町のＪＡ女性部の活動素晴らしいで
す。益々のご活躍祈念申し上げます。
（高田町）

我が家では農産物は全て国産品を購
入しています。なんといっても安心感
や鮮度、品質が違います。そして何
よりも気持ちを込めて作ってくださる
からです。これからも良いものを作り
続けられるようJAさんに期待します。
（宮城県名取市）

新米と干し柿を遠くにいる親戚に送
りました。干し柿は甘くておいしいと
喜ばれました。（横田町）

読者の皆様からお寄せいただいた
お便りをご紹介します。

読者の掲示板

紺野　莉
り こ

子ちゃん（２歳）

紺野　翔太さん・夕貴さんのお子さん

表紙の写真撮影時の様子

今月の表紙

おもちゃの台所セットで「おままごと」をして
遊んでいます。
好きなキャラクターはアンパンマンで、よくア
ニメを見ているそうです。

家での過ごし方

お子さんへ一言

明るく元気に育ってほしいです。　

今回は自宅の前でパシャリ！！

第
10
回
　
理
事
会
次
第

開
催
日
　
令
和
３
年
12
月
24
日
㈮

決
議
事
項

第
１
号
議
案

　
令
和
２
年
産
の
米
本
精
算
に
か
か
る

米
穀
共
同
計
算
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
令
和
３
年
度
上
半
期
監
事
監
査
実
施

結
果
に
対
す
る
回
答
書
に
つ
い
て
　

理
事
会
報
告

※お申し込みはお近くのＪＡ各支店窓口または経済部（☎26-4044）までお問合せください。
※年間購読も受け付けておりますので、お気軽にご相談ください。

家の光
629円
（税込）

ちゃぐりん
492円
（税込）

地上
618円
（税込）

ＪＡの家庭雑誌２月号のご紹介

特集①
　おうちで作る
　　絶品から揚げ
特集②
　とろけるお菓子
フリー企画　意味が分かるとカイカン！
　　　　　　54字の物語〈農業編〉

内容
ちゃぐりん　あぐりスクール＆
ラクチン！みそづくり

特集
デジタル化は農業を変えるのか？
農業DX徹底解剖

お子様、お孫さんを表紙に載せてみたいという方は、
ＪＡおおふなと企画課広報編集係  もしくは  最寄りの支店窓口
までご連絡をお願いします。日程調整の上、撮影に伺います。

表紙のKIDS＆BABY大募集!!

故人と遺族の想いに寄り添い、心を尽くした信頼のサービスをご提供します。

～「いしずえ」会員募集中～
事前見積もりや葬儀に関するご相談も随時承っております。お気軽にご連絡ください。

葬儀のご用命は安心のＪＡ葬祭へ

JA葬祭センターごくよう 大船渡会館

大船渡市盛町字下舘下7-16

JA葬祭センターごくよう 高田会館

陸前高田市竹駒町字滝の里149
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頭の
体操 クロスワード 二重マスの文字をA〜Dの順に並べて

できる言葉は何でしょうか?

01. 節分の日に丸かじりする地方もあります
02.歯がある履き物
03.世界遺産には文化遺産や──遺産があります
04.ほっそりした指の例えに使われる魚
05.酸っぱいものを見ると湧きます
07.特定のヤギの毛を使った高級な毛織物
10.受験生が勝ち取りたいもの
12.江戸幕府の旗本、御家人の総称
14.──頭をたたいてみれば文明開化の音がする
16.酒のお供です
17.年齢を尋ねられたので──を読んで答ぇ
ちゃった

19.愛を英語でいうと

ヨコのカギ
01. 力士が頭のてっぺんに結います
03.ベッドルームともいいます
06.南へと吹き抜けていきます
08.父はロバ、母はウマ
09.青→黄→赤と変わるものをよく見掛けます
11.宍道湖の名産である二枚貝
13.水瓶座と牡羊座の間
15.訴えや申請などが退けられること
17.──かまぼこ、──団子、──笛
18.鉄道のレールの下に並べます
20.テレビ──の録画を予約した
21.魚へんに師と書く出世魚

タテのカギ

　応募は郵便はがきに答え、住所、氏名、年齢、職業、ＪＡ広報に対
するご意見・ご感想を記入し下記の住所までお送りください。
〒 022-8507　大船渡市大船渡町字茶屋前 167-4
　　　　　　　ＪＡおおふなと総務部企画課広報編集係
【応募締切】令和 4年 1月 24日（月）必着
※お客様にご提供いただく個人情報は抽選及び景品の発送にのみ利用
するものとし、目的以外の使用はいたしません。

正解者の中から抽選で6名様に景品プレゼント
12月号クイズ当選者

前回の解答「フクワライ」

高　澤　辰　男 さん（高田町）
近　江　ミヨ子 さん（小友町）
千　葉　育　子 さん（立根町）
紺　野　ハツミ さん（住田町）
中　嶋　妃　那 さん（三陸町）
佐　藤　アサ子 さん ( 日頃市町）

毎月の広報ＪＡおおふなとを楽し
みにしています。特にあなたもチャ
レンジ！家庭菜園は興味深いコー
ナーです。それとクロスワードは大
好きで、毎月お茶っこ飲みながら
挑戦しております。（三陸町）

公務員を卒業したら、何か植物を
植えてみたいと思っています。母み
たいに花とか植木を育ててみたい。
（大船渡町）

タウントピックスには、健康づくりや
趣味を楽しむ、物作りを楽しむ方々
の活動が掲載されていて、無趣味な
私も何かしたいなあと思案中です。
（猪川町）

他町のＪＡ女性部の活動素晴らしいで
す。益々のご活躍祈念申し上げます。
（高田町）

我が家では農産物は全て国産品を購
入しています。なんといっても安心感
や鮮度、品質が違います。そして何
よりも気持ちを込めて作ってくださる
からです。これからも良いものを作り
続けられるようJAさんに期待します。
（宮城県名取市）

新米と干し柿を遠くにいる親戚に送
りました。干し柿は甘くておいしいと
喜ばれました。（横田町）

読者の皆様からお寄せいただいた
お便りをご紹介します。

読者の掲示板

紺野　莉
り こ

子ちゃん（２歳）

紺野　翔太さん・夕貴さんのお子さん

表紙の写真撮影時の様子

今月の表紙

おもちゃの台所セットで「おままごと」をして
遊んでいます。
好きなキャラクターはアンパンマンで、よくア
ニメを見ているそうです。

家での過ごし方

お子さんへ一言

明るく元気に育ってほしいです。　

今回は自宅の前でパシャリ！！

第
10
回
　
理
事
会
次
第

開
催
日
　
令
和
３
年
12
月
24
日
㈮

決
議
事
項

第
１
号
議
案

　
令
和
２
年
産
の
米
本
精
算
に
か
か
る

米
穀
共
同
計
算
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
令
和
３
年
度
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期
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事
監
査
実
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果
に
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す
る
回
答
書
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※お申し込みはお近くのＪＡ各支店窓口または経済部（☎26-4044）までお問合せください。
※年間購読も受け付けておりますので、お気軽にご相談ください。

家の光
629円
（税込）

ちゃぐりん
492円
（税込）

地上
618円
（税込）

ＪＡの家庭雑誌２月号のご紹介

特集①
　おうちで作る
　　絶品から揚げ
特集②
　とろけるお菓子
フリー企画　意味が分かるとカイカン！
　　　　　　54字の物語〈農業編〉

内容
ちゃぐりん　あぐりスクール＆
ラクチン！みそづくり

特集
デジタル化は農業を変えるのか？
農業DX徹底解剖

お子様、お孫さんを表紙に載せてみたいという方は、
ＪＡおおふなと企画課広報編集係  もしくは  最寄りの支店窓口
までご連絡をお願いします。日程調整の上、撮影に伺います。

表紙のKIDS＆BABY大募集!!

故人と遺族の想いに寄り添い、心を尽くした信頼のサービスをご提供します。

～「いしずえ」会員募集中～
事前見積もりや葬儀に関するご相談も随時承っております。お気軽にご連絡ください。

葬儀のご用命は安心のＪＡ葬祭へ

JA葬祭センターごくよう 大船渡会館

大船渡市盛町字下舘下7-16

JA葬祭センターごくよう 高田会館

陸前高田市竹駒町字滝の里149
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下記のとおり金融移動店舗車を運行いたしますので、ご利用を賜りますようお願い申し上げます。

金融移動
店舗車 “　　　　　　　”ふれ愛・きずな号 運行スケジュール

曜日 地　域 運　行　場　所
運　行　日

時　間
１月 ２月

火
有住地区 旧ＪＡ有住支店前 18日・25日 1日・8日・15日・22日 9時～11時

日頃市地区 旧ＪＡ日頃市支店前 18日・25日 1日・8日・15日・22日 13時～15時

水
広田地区 広田地区コミュニティセンター 12日・19日・26日 2日・9日・16日 9時～11時

末崎地区 旧ＪＡ末崎支店前 12日・19日・26日 2日・9日・16日 13時～15時

木
吉浜地区 吉浜地域振興出張所前 13日・20日・27日 3日・10日・17日・24日 9時～11時

竹駒地区 西部農業センター 13日・20日・27日 3日・10日・17日・24日 13時～15時

金
綾里地区 旧ＪＡ綾里支店前 14日・21日・28日 4日・18日・25日 9時～11時

赤崎地区 旧ＪＡ赤崎支店前 14日・21日・28日 4日・18日・25日 13時～15時

取扱業務　①貯金の入出金（現金払い戻し限度額30万円まで）　②定期貯金記帳・繰越・定期積金の掛込等　③振込　　
（午後2時受付分まで）　④共済掛金、購買未収金、県税・市税（町税）・水道料・電話料金等の収納　⑤年金・融資相談

※新型コロナウイルス感染予防のため、予告なしに運行予定の変更、または中止となる場合がございます。

広報ＪＡおおふなと　令和４年１月11日発行
大船渡市農業協同組合・総務部企画課
〒022-8507　大船渡市大船渡町字茶屋前 167-4
☎ 0192-26-5211（代表）https://www.jaiwate.or.jp/ofunato/　行

発
・
集
編

　　～新年明けましておめでとうございます。
　　　　　　本年も皆様にとって良い一年となりますようにお祈りいたします。～

　さて、お正月といえば餅を食べると思いますが、皆さんは何味が好きですか？私は定
番の磯辺焼きが大好きです！毎年食べすぎには注意しているはずですが、餅の焼ける匂
いにどうしても勝てず、ここ数年惨敗しています…。皆さんも食べすぎに気を付けて、
１年の良いスタートを切りましょう！！　　（M）

あとがき

ＪＡ各支店お問合せ先
  大船渡支店　☎ 26-4121　　　猪 川 支 店　☎ 26-2138　　　三 陸 支 店　☎ 44-2131
  高 田 支 店　☎ 54-3290　　　世田米支店　☎ 46-2155
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